






時間
講義
時間

教科目 内容 講師

13:00-13:30 オリエンテーション

13:30-15:30 2.0
【特別講話】
-激甚化する水災害に平常時から
備えることの重要性-

・災害対応する自治体職員に向けて

中央大学 名誉教授
中央大学 研究開発機構
教授
　　　　　　　　山田 　正

15:40-17:10 1.5 流域治水の実践と法的枠組み

・近年の降雨の傾向
・治水事業の効果
・「流域治水」への転換
・流域治水関連法

国土交通省 水管理・国土保全局
治水課
課長補佐
　　　　　　　　武田 正太郎

小計 3.5

9:00-10:30 1.5
近年の気象現象及び防災気象情
報の活用について

・近年相次ぐ気象災害
・気象庁が発表する防災気象情報
・キキクル（危険度分布）の特徴と活用
・線状降水帯に関する情報

一般財団法人日本気象協会
社会・防災事業部
調査役
　　　　　　　　平松 信昭

10:40-12:10 1.5
洪水・土砂災害は起こりうることが、
起こりうる場所で

・災害、防災、避難などについての基本
的な考え方
・洪水・土砂災害は起こりうることが起こ
りうるところで発生している
・近年の洪水・土砂災害事例と人的被害
の特徴

静岡大学 防災総合センター
教授
　　　　　　　　牛山 素行

13:10-16:10 3.0
【討議】水害発生時に地方自治体
がとるべき災害対応のポイント
-発生から復旧までの災害対応-

・災害時に「困る・焦る・戸惑う・迷う・悩
む」 等の状況に陥らないために知ってお
くべきことをヒヤリ・ハット事例から学ぶ。
・災害対応と課題について「討議」

東京大学大学院 情報学環
総合防災情報研究センター
教授
　　　　　　　　大原 美保

16:20-17:20 1.0 水防行政に関する最近の話題

・近年の水害の特徴
・水防法改正の変遷
・浸水想定区域とハザードマップ
・水害リスクの周知に関する最近の取組

国土交通省　水管理・国土保全局
河川環境課　水防企画室
企画専門官
　　　　　　　　鳥山 仁

小計 7.0

9:00-10:30 1.5
下水道事業における
都市排水対策について

・これまでの下水道による浸水対策
・下水道による浸水対策の取組・支援制
度
・水防法、下水道法の改正
・今後の政策の方向性

国土交通省 水管理・国土保全局
大臣官房参事官（上下水道技術）付
課長補佐
　　　　　　　　日高 ちはる

10:40-12:10
13:10-14:40

3.0
【演習】ケーススタディ
-小規模な流域における総合的な
雨水排水対策の進め方-

・モデル小規模流域における総合的な雨
水排水対策の考え方
（下水道、河川、農地排水等を総合的に
取り組んだ面的対策整備）
・事例研究（演習）

一般社団法人
建設コンサルタンツ協会
河川計画専門委員会　委員
株式会社建設技術研究所
東京本社　河川部　副部長
　　　　　　　　若杉 耕平

14:40-14:50 閉講式

小計 4.5

合計 15.0

※教科目及び講師については変更することがあります。
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